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６月定例議会報告

発議案第15号　議長に対する不信任決議（追加議案）

発議案第16号　町長に対する問責決議（追加議案）

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

発議案（第15号）
議員名（議席番号順）

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

発議案（第16号）
議員名（議席番号順）

反対 議長は議会運営に際しては中立性と尊厳
性を保たなければならない。一方で公選

により選ばれた政治家であり、目的や政治信条を同じ
くする仲間と研さんを深めるために一政治家として政
治団体に参加していることは問題ないので反対する。

賛成 町長が非公表としている内容を一部政治
団体に言ったことに対して議長が何ら是

正のために動かなかったことは非常に重大な議長の
責任と考えている。中立の立場の議長が政治団体に
入っていること自体が公平性を破ることだと思い
賛成する。

討
論

反対 あり方検討委員会が終わりその結果の
説明を求めた。用地選定経緯の内容もあ

り口外無用の条件での説明であって、賛同や意見集約
などを求める内容ではなく、現状での説明であり問責
決議の必要はないと考え 反対する。

賛成 町長は非公表とするという事を公表し、
職員に対しても守るべく働きかけてきた

が、協議もなく政治団体からの要請で説明をしたこ
とは議会制民主主義とはいえない。これは住民だけ
ではなく職員からの信用失墜にもあたる行為だと考
え賛成する。

発議案第12号　国に対し、適格請求書保存方式（インボイス制度）
　　　　　  　   の延期・見直しを求める意見書

発議案第13号　改定マイナンバー法の全面的な見直しを
　　　　　  　   求める意見書

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

発議案（第12号）
議員名（議席番号順）

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

発議案（第13号）
議員名（議席番号順）

反対 消費税率の８％から10％へ引上げに伴い
軽減税率が導入され２つの税率が並行し

て運用される中、明確にする必要が出た。適正な課税
の仕組みと仕入れ控除もあり現在すでに進んでいるの
で反対する。

賛成 消費税率を上げなくとも微収税額を上げ
るために導入したのがインボイス制度だ。

導入することでフリーランスなどの免税業者も消費
税を払うことになり廃業することになるので賛成
する。

討
論

反対 マイナンバーの基本指針は国民の利便性
の向上、行政の効率化、公平公正な社会

の実現で自治体と住民双方に恩恵をもたらす仕組みを
目指している。住民も煩雑な手間が減り、時間などの
有効活用も見込める制度であり反対する。

賛成 ６月20日の新聞の世論調査では、延期
または撤回を求めた人は72.1％に上

がった。個人情報の流出の問題もあり国民健康保険
証の紐づけにより紙の保険証をなくすのではなく、
維持すべきと考え賛成する。

２

議案第36号 令和5年度南部町一般会計補正予算

陳情第２号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、
2024年度政府予算に係る意見書採択の陳情

陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める陳情

陳情第５号 保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める陳情

議案第37号 南部町既存CATV線撤去工事に関する契約の締結について

発議案第７号 地方行政調査特別委員会の設置について

発議案第８号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書

発議案第９号 地方財政の充実･強化を求める意見書

発議案第10号 保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書

発議案第11号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

全会一致で可決

　令和５年６月定例議会は６月９日（金）から20日（火）までの会期で開催されました。
14議案の審議を行い全議案を可決、陳情２議案を採択、議員発議については５議案を
可決３議案を否決しました。

６月
定例議会
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令和５年３月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項
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議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

農家支援、農作業の受委託
農産物直売所の運営、農家所得向上
地域防災
携帯電話不感地域の解消
農村ＲＭＯ（農村型地域連携組織）
アフターコロナ対策
小規模農家への支援
デジタル事業
林業環境整備
フルーツ生産で活気があるまちづくり
小・中学校体育館への冷暖房設置
マイナンバーカード
小・中学校給食費無償化
緊急通報ネットワーク事業
加齢性難聴者の補聴器購入補助
帯状疱疹予防ワクチン接種の補助
農業者支援制度
少子化対策
対話型ＡＩ（人工知能）ＣｈａｔＧＰＴ
西部広域ごみ処理施設建設計画
ごみの減量化策
保育園の統合・民間移管問題
感染症対策

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

かたらお よしゆき

しらかわ たつみ

みかも よしふみ

よねざわ むつお

かめお きょうぞう

なかだ しろう

まかべ ようこ

ほそだ もとのり

さこだ みつお

いたい たかし

かとう まなぶ

　
令
和
５
年
６
月
議
会
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
12

日
間
に
わ
た
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
３
議
案
で
内
２
議
案
が
初

日
議
決
、
追
加
提
案
が
１
議
案
、
陳
情
２
議
案
、
議

員
発
議
８
議
案
の
合
計
14
議
案
の
審
査
を
行
い
、
執

行
部
提
案
に
つ
い
て
は
全
議
案
を
可
決
、
陳
情
２
議

案
を
採
択
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
５
議
案
を
可
決
、

３
議
案
を
否
決
と
し
ま
し
た
。
更
に
は
、
緊
急
動
議

に
よ
る
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
両
議
案
と
も
否
決
と

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
は
、
執
行
部
提
案
が
少
な
か
っ
た
分
、

議
員
発
議
に
よ
る
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
全
国
議
長
会
で
は
、
「
議
会
が
性
別
や
年

齢
構
成
の
面
で
多
様
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
、
住

民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
を
低
下
さ
せ
、
魅
力
を
失

わ
せ
て
い
る
」
と
い
う
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
を

受
け
、
対
応
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
や
勤
労
者
の
議
会
参

画
を
可
能
と
す
る
夜
間
や
休
日
会
議
、
小
規
模
自
治

体
議
員
の
処
遇
改
善
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、

我
々
議
会
そ
し
て
議
員
に
は
多
様
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

荊尾　芳之

白川　立真

板井　　隆

三鴨　義文

﨏田　光雄

米澤　睦雄

亀尾　共三

加藤　　学

仲田　司朗

真壁　容子

細田　元教

発議案第14号　｢我が国の防衛力の抜本的な強化等のために
　　　　　  　  必要な財源確保に関する特別措置法｣ の撤廃を
　　　　　  　  求める意見書

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××

○

×

○○

××

○

×

発議案（第14号）
議員名（議席番号順）

反対 国を守るということは最大の福祉である
と考える。敵基地攻撃能力だけでなく隊

員の処遇や施設の老朽化など多くの課題がある。抑止
力という防波堤が崩れた時この国の未来がないと考え
反対する。

賛成 今一番大切なことは武器を揃える事では
なく外交だと考える。専守防衛を捨て大

軍拡を進める戦争国家づくりだ。社会保障や教育関
連、物価高騰対策等に予算を使い国民の暮らしを守
ることが大事と考え賛成する。

５月11日（木）臨時議会が開催されました。
専決処分２議案、補正予算２議案が提案され全て全員一致で可決されました。

一般会計補正予算928万円を追加して81億2957万円とする。
主に物価高騰対策の事業が提案されました。

臨時議会開催

●電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金支給事業 ３２０６万７千円
住民税非課税世帯に対して17,000円の光熱費助成金を支給する。

●生活困窮世帯に対する光熱費助成事業 １５３６万６千円
住民税非課税世帯を対象に１世帯当たり３万円を支給する。

●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（福祉事務所） ６３１万７千円
食費等の物価高騰の影響を受けたひとり親世帯に対して児童１人当たり５万円を支給する。

●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（子育て支援課） ６０１万６千円
食費等の物価高騰の影響を受けたひとり親世帯に対して児童１人当たり５万円を支給する。

●上水道事業費 ２７９８万６千円
一般用及び営業用の水道料金の基本料金３期分（令和５年５月分から10月分）を全額免除する。

主な事業
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農
家
支
援
、農
作
業
の
受
委
託

Ｑ 

農
村
振
興
公
社
の
受
託
業
務
に
つ
い
て

Ａ 
大
豆
、
ソ
バ
の
受
託
業
者
を
探
し
て
い
く

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

南
部
町
と
農
村
振
興
公
社
の
設

立
の
関
わ
り
に
つ
い
て
問
う
。

現
在
の
一
般
財
団
法
人
と
し

て
の
経
営
形
態
は
、
平
成
25

年
２
月
に
定
款
が
登
録
さ
れ
、
南
部

町
が
設
立
者
と
し
て
１
千
万
円
を
拠

出
し
、
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
継

者
等
担
い
手
の
不
足
す
る
営
農
困
難

な
農
家
へ
の
農
作
業
受
委
託
を
斡
旋

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
と

効
率
的
な
農
業
経
営
を
図
り
、
地
域

農
業
の
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
農
作
業
受
託
料
収
入
や
町

か
ら
の
運
営
補
助
金
な
ど
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
。

農
村
振
興
公
社
の
役
割
、
農

家
と
の
関
係
は
ど
う
か
、
ま

た
町
は
農
家
の
た
め
に
農
村
振
興
公

社
の
機
能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を

考
え
て
い
る
か
問
う
。

農
村
振
興
公
社
は
、
農
業
機

械
を
お
持
ち
で
な
く
、
地
域

に
も
機
械
組
合
等
が
組
織
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
な
経
営
基
盤
や
労
力
に
不

安
の
あ
る
生
産
者
の
水
稲
や
大
豆
、

ソ
バ
の
基
幹
作
業
に
係
る
作
業
委
託

を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
令
和
４
年
度
に
大
豆
、
ソ
バ

の
収
穫
用
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
故
障

し
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
受
託
作
業

を
断
念
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
の
大
豆
と
ソ
バ
の
件
に
つ

い
て
、
文
書
１
枚
を
送
っ
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
、
公

社
に
頼
ん
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た

わ
け
で
す
か
ら
別
の
法
人
に
依
頼
す

る
と
か
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
問
う
。

そ
の
と
お
り
で
、
ど
こ
に
頼

ん
で
良
い
の
か
と
い
う
の
は
、

産
業
課
も
中
心
に
な
っ
て
探
し
て
い

き
た
い
。
ソ
バ
を
ま
く
と
し
た
ら
夏

ま
で
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

間
に
次
の
担
い
手
を
探
し
た
い
と

思
う
。

本
当
に
、
今
年
ソ
バ
の
種
を

ま
く
か
、
ま
か
な
い
か
迷
っ

て
い
る
方
々
は
、
町
長
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
少
し
安
心
し
て
動

い
て
い
た
だ
き
た
い
。

荊
尾

荊
尾

町
長

町
長

町
長

農
産
物
等
の
直
売
所
の
運
営

と
直
売
所
の
存
続
維
持
の
た

め
、
さ
ら
に
農
家
の
農
業
所
得
の
向

上
の
た
め
に
町
の
支
援
策
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
内
で
運
営
さ
れ
て
い
る
複

数
の
農
産
物
直
売
所
の
経
営

が
、
同
様
の
課
題
を
持
っ
て
い
る
。

高
齢
化
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
、
農

産
物
の
種
類
や
生
産
量
の
減
少
が
大

き
く
、
売
り
上
げ
を
低
下
さ
せ
、
さ

ら
に
、
近
年
の
燃
料
、
肥
料
等
の
物

価
高
騰
が
提
供
農
家
の
生
産
活
動
の

意
欲
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
農

産
物
直
売
所
は
町
内
の
地
産
地
消
を

推
進
し
、
町
内
農
家
の
所
得
向
上
や

生
産
意
欲
の
向
上
か
ら
、
遊
休
農
地

の
増
加
抑
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

重
要
な
存
在
だ
。
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
か
関
係
者
に
よ

る
連
絡
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
生
産

者
の
皆
様
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

様
々
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し

て
い
く
。
　

農
産
物
直
売
所
の
運
営
、農
家
所
得
向
上

Ｑ 

直
売
所
存
続
維
持
の
支
援
策
に
つ
い
て

Ａ 

様
々
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
て
い
く

町
長

荊
尾

荊
尾

地
域
防
災

Ｑ 

地
域
振
興
協
議
会
に
な
に
を
求
め
る
の
か

Ａ 

地
域
に
お
け
る
共
助
の
推
進

白川立真 議員
しらかわ たつみ

今
年
１
月
の
豪
雪
は
、
公
助

の
限
界
を
感
じ
た
。
行
政
は

あ
の
豪
雪
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。

「
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」

を
防
災
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、住
民
に
正
確
な
情
報
を
発
信
す

る
必
要
性
を
感
じ
た
。ま
た
、
住
民
の

皆
様
に
お
か
れ
て
は
自
助
や
共
助
の

重
要
性
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
と
思
う
。

自
主
防
災
組
織
は
町
内
で
も

増
え
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

中
核
を
担
う
人
が
会
社
勤
務
な
ど
で

休
日
し
か
対
応
で
き
な
い
。
ま
た
、

担
当
に
ま
か
せ
っ
き
り
に
な
っ
て
い

る
事
な
ど
、
組
織
が
形
骸
化
し
て
い

る
事
を
指
摘
し
た
い
。
ご
近
所
同
士

の
支
え
合
い
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
自

主
防
災
組
織
が
活
き
て
く
る
。
地
域

振
興
協
議
会
に
福
祉
と
防
災
を
関
連

付
け
て
ほ
し
い
と
思
う
が
町
長
の
所

感
を
問
う
。

私
も
ご
近
所
同
士
の
つ
な
が

り
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
の
防
災
と
し
て
、
ご

近
所
を
含
め
、
い
か
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
の
か

が
重
要
だ
。

　
今
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
っ

て
き
た
が
、
そ
こ
に
防
災
イ
ベ
ン
ト

を
一
つ
加
え
て
ほ
し
い
。
地
域
振
興

協
議
会
に
は
運
動
会
な
ど
で
防
災
に

関
わ
る
競
技
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
防
災
に
関
わ
る
景
品
を
一
つ
で

も
入
れ
て
も
ら
い
地
域
に
防
災
意
識

を
植
え
こ
ん
で
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
へ

共
助
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
消
防
団

に
つ
い
て
、
近
年
の
消
防
団
員
の
減

少
は
、
今
後
の
地
域
防
災
力
に
影
響

を
与
え
る
と
思
う
。
と
り
わ
け
若
者

の
入
団
が
減
少
し
定
員
を
下
回
る
現

状
か
ら
、
今
後
は
消
防
団
の
再
編
や

機
能
別
消
防
団
な
ど
、
今
後
の
消
防

団
の
あ
り
か
た
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

白
川

白
川

町
長

町
長

一般質問

感
染
症
対
策

Ｑ 

第
５
類
へ
の
変
更
に
つ
い
て
住
民
説
明
を

Ａ 

今
ま
で
通
り
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
ほ
し
い

細田元教 議員
ほそだ もとのり

新
型
コ
ロ
ナ
は
５
月
８
日
に

第
２
類
か
ら
第
五
類
に
位
置

づ
け
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
扱
い
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
５
類

に
な
っ
て
も
感
染
力
が
変
わ
っ
た
訳

で
は
な
い
。

　
医
療
機
関
は
「
重
症
化
率
も
低
下

し
死
亡
例
も
少
な
く
な
り
、
集
団
免

疫
が
で
き
つ
つ
あ
る
」
と
発
表
し
て

い
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
等
が
あ
る
人
が
感
染
し
た
場
合
、

重
症
化
し
や
す
く
、
死
亡
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
鳥
取
県
で
も
定
点
観
察
を
行
い
感

染
状
況
を
見
守
っ
て
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
た
訳
で
は

な
い
。

　
今
、
医
療
機
関
で
は
一
番
大
変
な

状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
一
度
、
住

民
に
対
し
て
、
丁
寧
な
説
明
が
必
要

だ
と
思
う
。

基
本
的
に
こ

れ
ま
で
と
同

様
の
感
染
対
策
を
継
続
し
て
い
る
。

医
療
機
関
の
受
診
時
、
高
齢
者
施
設

訪
問
時
の
マ
ス
ク
着
用
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
入
院
が
必
要
な
患
者
に
対
す
る
コ

ロ
ナ
病
床
の
確
保
を
要
請
さ
れ
て
は

い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
病
床
を
確
保
し

て
い
る
医
療
機
関
と
連
携
し
住
民
の

入
院
治
療
を
支
え
て
い
く
。

　
外
来
診
療
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

入
院
患
者
の
面
会
に
つ
い
て
は
、
家

族
２
名
以
内
、
週
２
回
、
面
接
時
間

15
分
と
い
う
制
限
を
条
件
付
き
で
再

開
し
た
。
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

再
度
制
限
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
医
療
機
関
で

の
取
り
扱
い
が
変
わ
っ
た
。
住
民
が

混
乱
し
な
い
た
め
、
情
報
を
分
か
り

や
す
く
、
速
や
か
に
伝
え
、
町
全
体

で
対
応
す
る
。

　
今
ま
で
通
り
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

細
田

病
院
事
業
管
理
者

町
長

荊
尾

※

細
田
議
員
は
11
番
目
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。



一般質問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策

Ｑ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
復
活
は

Ａ 

人
の
動
き
と
次
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み

の
５
類
に
移
行
さ
れ
た
。

　
感
染
症
対
策
で
町
内
、
地
域
で
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
さ
れ
、
人

と
人
と
の
交
流
が
出
来
な
く
な
り
、

以
前
の
よ
う
な
笑
顔
や
ふ
れ
あ
い
と

い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
復

活
と
活
性
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
町
と
し
て
の
考
え
と
対
応
を

問
う
。

コ
ロ
ナ
の
３
年
間
を
振
り
返

る
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
縮
小
し
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
。

　
早
急
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

百
歳
体
操
に
出
向
い
て
話
を
聞
く
こ

と
か
ら
、
若
者
と
の
円
卓
会
議
、
移

住
者
の
つ
ど
い
な
ど
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
つ
な
げ
て
人
の
動
き
を

つ
く
り
、
次
世
代
に
支
持
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
は
地
域

ば
か
り
で
は
な
く
、
児
童
生

徒
の
学
校
生
活
に
お
い
て
も
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、
自
粛
で

我
慢
し
て
き
た
３
年
間
だ
っ
た
と
思

う
。

　
学
校
、
社
会
教
育
関
係
で
の
子
供

た
ち
の
残
念
な
思
い
を
ど
う
把
握
し
、

今
後
ど
う
ケ
ア
し
て
対
応
し
て
い
く

考
え
か
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
や
そ
の
後
の
見
込

み
、
時
期
の
変
更
や
活
動
の
精
選
、

感
染
対
策
の
強
化
等
工
夫
し
て
実
施

し
て
き
た
。

　
修
学
旅
行
に
お
い
て
も
、
ど
の
よ

う
な
修
学
旅
行
に
し
た
い
か
。
ど
う

す
れ
ば
実
施
で
き
る
か
。
子
ど
も
た

ち
と
共
に
考
え
つ
く
り
上
げ
て
き
た
。

子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
大
切
に
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
達
成
感
、

満
足
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
各

学
校
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
社
会
教
育
関
係
で
は
、
高
校
生

サ
ー
ク
ル
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
ｙ
ｏ
ｕ
　

翼
」
は
以
前
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
韓

国
ハ
ン
リ
ム
大
学
と
の
交
流
を
休
止

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
町
内
や

県
内
な
ど
の
行
き
先
を
限
定
し
つ
つ

も
、
サ
ー
ク
ル
内
の
人
間
関
係
を
豊

か
に
し
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
年
度
は
、
希
望
者
13
名
が
７
月

末
に
沖
縄
県
を
訪
れ
、
平
和
学
習
を

中
心
に
、
現
地
高
校
生
と
の
交
流
活

動
を
計
画
し
て
い
る
。

小
学
校
の
運
動
会
に
久
し
ぶ

り
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

人
数
規
制
や
縛
り
も
無
く
、
賑
や
か

で
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
き
て
子
ど

も
た
ち
の
元
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
今
年
度
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
復

活
し
た
よ
う
な
取
り
組
み
や
実
施
方

針
が
決
ま
っ
た
事
業
が
あ
る
か
。

本
日
は
４
年
ぶ
り
に
保
小

中
一
斉
公
開
日
を
開
催
し

て
い
る
。

　
す
で
に
運
動
会
を
終
え
た
小
学
校

な
ど
は
、
入
場
制
限
な
し
で
実
施
し

た
。

　
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

は
広
島
方
面
に
１
泊
２
日
で
実
施
済

み
。
中
学
校
は
、
秋
に
京
阪
神
に
２

泊
３
日
の
予
定
。

　
中
学
校
の
体
育
祭
、
文
化
系
の
行

事
等
に
つ
い
て
も
、
小
学
校
、
中
学

校
と
も
入
場
制
限
を
せ
ず
に
、
学
校

の
様
子
や
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
頑

張
り
を
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
い
た

だ
き
、
幅
広
く
関
り
が
持
て
る
行
事

を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
鴨

教
育
長

三
鴨

町
長
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三
鴨

携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消

Ｑ 

不
感
地
域
の
対
策
に
つ
い
て

Ａ 
基
地
局
整
備
を
事
業
者
へ
継
続
し
て
要
望
す
る

板井　隆 議員
いたい たかし

携
帯
電
話
不
感
地
域
で
は

日
常
生
活
や
、
特
に
災
害
時

に
お
け
る
情
報
発
信
、
収
集
に
不
安
を

持
っ
て
い
る
住
民
が
存
在
し
て
い
る
。

現
状
で
の
携
帯
不
感
地
域
を

把
握
し
て
い
る
か
。

携
帯
電
話
は
日
常
生
活
に
深

く
浸
透
し
て
お
り
、
緊
急
時

等
の
通
信
手
段
と
し
て
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
認
識
し
て
い
る
。

　
不
感
地
域
に
お
い
て
は
、
相
談
が

あ
っ
た
範
囲
で
把
握
し
て
い
る
。

住
民
か
ら
相
談
の
あ
っ
た
対

応
に
つ
い
て
。

自
宅
内
で
携
帯
が
圏
外
で

困
っ
て
い
る
と
の
相
談
が

あ
っ
た
。

　
同
時
期
に
県
か
ら
、
エ
リ
ア
拡
大

の
調
査
が
あ
り
、
相
談
者
を
含
む
、

町
民
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
多
く
の

方
か
ら
の
回
答
が
あ
り
、
県
に
報
告

し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
携
帯
電
話

の
役
割
と
必
要
性
、
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
。

家
族
や
知
人
へ
自
分
自
身
の

安
全
を
発
信
し
、
安
否
確
認

を
行
っ
た
り
、
避
難
に
対
す
る
情
報

の
収
集
等
、
必
要
な
情
報
端
末
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
対
策
は
、
総
務
省
の
携
帯

電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
が
あ
る
。

基
地
局
新
設
は
携
帯
電
話
事
業
者
の

参
画
が
必
要
で
、
事
業
者
に
対
し
今

後
も
継
続
し
て
、
要
望
し
て
い
き
た

い
。

町
長

町
長

中
山
間
地
域
で
急
速
に
進
行

す
る
人
口
減
少
に
よ
り
、
単

独
で
の
集
落
の
維
持
が
難
し
い
現
状

が
あ
る
。
農
村
R
M
O
は
農
林
水
産

省
が
す
す
め
る
制
度
で
複
数
の
集
落

で
地
域
関
係
者
が
連
携
し
て
農
山
村

の
将
来
に
関
わ
る
事
業
を
実
施
す
る

事
業
で
あ
る
。

農
村
Ｒ
Ｍ
О
の
根
幹
で
あ
る

農
地
の
保
全
、
地
域
支
援
の

活
用
、
生
活
支
援
に
対
す
る
行
政
支

援
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

町
内
７
つ
の
地
域
振
興
協
議

会
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
身
近
な
地
域
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
活
動

は
農
村
Ｒ
Ｍ
О
の
基
礎
と
な
り
得
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、

必
要
な
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

今
後
、
こ
の
事
業
を
推
進
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

町
で
は
、
農
用
地
保
全
に
関

し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

取
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
農
村
Ｒ
Ｍ
О
は
そ
の
一
端
を
担
う

も
の
と
考
え
る
が
、
地
域
の
状
況
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
律
に
進
め
る

こ
と
は
難
し
い
。
意
向
の
あ
る
活
動

組
織
や
協
議
会
等
、
積
極
的
な
関
わ

り
や
支
援
を
行
い
た
い
。

農
村
Ｒ
Ｍ
О（
農
村
型
地
域
連
携
組
織
）　

Ｑ 

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

Ａ 

意
向
の
あ
る
組
織
が
あ
れ
ば
支
援
し
た
い

背
景

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

背
景

町
長

町
長

町
長

板
井

教
育
長
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デ
ジ
タ
ル
事
業

Ｑ 

デ
ジ
タ
ル
事
業
の
課
題
と
展
望
を
問
う

Ａ 
町
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
も
の
を
導
入
し
て
い
く

﨏田光雄 議員
さこだ みつお

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
活
動

実
績
を
問
う
。

シ
ニ
ア
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室

を
開
き
昨
年
度
は
延
べ
３
７

７
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
支
援

や
今
年
度
か
ら
は
福
祉
分
野
で
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。

「
テ
ノ
ヒ
ラ
役
場
」
の
事
業

内
容
を
問
う
。

９
月
頃
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。
内
容
は

１
、
自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
機
能
。

２
、
道
路
な
ど
の
異
変
を
写
真
と
位
置

　
情
報
を
ス
マ
ホ
等
で
送
れ
る
機
能
。

３
、
水
道
の
開
閉
栓
手
続
き
や
消
火

　
栓
の
利
用
申
請
が
簡
単
に
で
き
る
。

４
、
学
校
の
欠
席
や
遅
刻
、
早
退
の

　
連
絡
機
能
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
中
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
公
的
個
人
認
証
機
能

を
利
用
し
て
住
民
票
等
の
証
明
書
を

コ
ン
ビ
ニ
で
も
取
得
で
き
る
よ
う
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
ポ
イ
ン
ト
導
入

事
業
内
容
を
問
う
。

今
年
の
秋
頃
町
内
限
定
で
使

用
で
き
る
電
子
マ
ネ
ー
で
、

買
物
や
現
金
チ
ャ
ー
ジ
を
す
る
こ
と

で
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
買
物
で
使

用
で
き
る
。
地
域
内
で
お
金
が
回
っ

て
町
内
店
舗
や
町
民
の
消
費
意
欲
を

喚
起
し
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
町

民
参
画
を
促
進
し
健
康
教
室
や
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
参
加
す
る
と

ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
し
買
物
に
利
用
が

で
き
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
事
業
の
課
題
と
展

望
を
問
う
。

人
口
減
少
社
会
で
持
続
可
能
で

住
み
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
庁
内

業
務
の
効
率
化
、
人
的
資
源
を
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

　
導
入
コ
ス
ト
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
南
部

町
の
現
状
に
あ
っ
た
も
の
を
導
入
し

町
民
生
活
の
向
上
に
努
め
る
。

町
長

町
長

町
長

令
和
５
年
度
予
算
化
保
留
の

理
由
を
問
う
。

補
助
対
象
事
業
者
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
や
他
の
民
有
地
へ

の
影
響
、
県
西
部
地
域
内
で
の
補
助

運
用
の
実
績
が
な
く
事
業
投
資
へ
の

効
果
な
ど
十
分
な
検
討
が
必
要
と
判

断
し
、
令
和
５
年
度
は
見
送
っ
た
。

予
算
化
を
求
め
る
。

防
災
上
、
山
が
荒
れ
て
雪
な

ど
で
道
路
が
閉
鎖
さ
れ
る
な

ど
、
事
前
間
伐
等
も
必
要
と
考
え
る

が
団
地
等
の
法
面
な
ど
の
町
有
地
の

整
備
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
手

を
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
財
源

的
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
状
で
は

難
し
い
。

林
業
環
境
整
備

Ｑ 

林
業
専
用
道
路
整
備
の
予
算
化
を
求
め
る

Ａ 

財
源
的
に
難
し
い

フ
ル
ー
ツ
生
産
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

Ｑ 

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
の
見
通
し
は

Ａ 

生
産
の
増
進
を
重
点
的
に
取
り
組
む

昨
年
９
月
議
会
で
こ
の
構
想

の
中
核
を
な
す
「
頑
張
る
地

域
プ
ラ
ン
」
の
方
向
性
等
を
質
問
し

た
。
今
年
度
か
ら
「
五
色
ヶ
丘
果
樹

団
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
等
施
策
」

の
具
体
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
域

活
性
化
ま
た
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想

に
向
け
て
多
く
の
町
民
の
方
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
第
一
の
基
本

は
就
農
者
の
農
地
と
新
規
就

農
者
の
確
保
で
あ
る
。
今
現
在
の
農
地

の
確
保
、
貸
付
意
向
調
査
の
現
状
と
就

農
希
望
者
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

国
事
業
を
活
用
し
た
果
樹
園

の
再
整
備
と
新
た
な
就
農
に

つ
い
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
結

果
は
貸
付
意
向
の
あ
る
農
地
が
約
2.5

㌶
、
希
望
者
が
10
人
、
そ
の
う
ち
新

規
参
入
者
は
４
人
で
あ
る
。

担
い
手
を
確
保
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
を
設
立
す
る
と
あ
る

が
、
メ
ン
バ
ー
と
支
援
内
容
に
つ
い

て
問
う
。い

ま
だ
設
立
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
支
援
内
容
と
組
織
構
成
に
つ

い
て
は
、
生
産
と
出
荷
は
Ｊ
Ａ
等
の

生
産
団
体
や
農
業
改
良
普
及
所
、

農
地
に
関
し
て
は
農
業
委
員
会
や
農

業
農
村
担
い
手
育
成
機
構
に
、
生
活

と
地
域
と
の
関
わ
り
に
関
し
て
は
地

域
振
興
協
議
会
や
集
落
や
な
ん
ぶ
里

山
デ
ザ
イ
ン
機
構
に
参
画
い
た
だ
き

た
い
。

就
農
希
望
者
の
研
修
計
画
に

つ
い
て
、
果
樹
に
つ
い
て
は
、

生
産
部
、
協
力
果
樹
園
、
ま
た
、
い

米
澤

背
景

ち
ご
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
に
よ
る

１
年
以
内
の
師
匠
研
修
が
、
そ
の
後

２
年
以
内
の
実
践
研
修
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
指
導
内
容
の
計
画
と
指

導
助
言
者
、
研
修
先
の
確
保
は
で
き

て
い
る
の
か
。

指
導
内
容
の
計
画
と
指
導
助

言
者
、
研
修
先
の
確
保
に
つ

い
て
、
栽
培
研
修
に
つ
い
て
は
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
先
輩
生
産
者
と
農

業
改
良
普
及
所
、
研
修
希
望
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
と
合
意
に
基
づ
い
て
計

画
を
定
め
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

研
修
中
の
就
農
希
望
者
の
生

活
費
に
つ
い
て
、
い
ち
ご
の

研
修
に
取
り
組
む
就
農
希
望
者
に
つ

い
て
は
、
計
画
で
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
の
活
用
で
、
滞
在
費
制
度

の
活
用
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
柿
の

研
修
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

柿
に
係
る
就
農
誘
致
に
つ
い

て
は
、
専
業
に
限
ら
ず
、
兼

業
な
ど
様
々
な
形
態
で
の
町
民
を
対

象
と
し
た
取
り
組
み
参
入
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
る
こ
と
か
ら
研
修
期

間
中
の
生
活
支
援
は
現
在
の
と
こ
ろ

想
定
し
て
い
な
い
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
柿
、
梨
、

い
ち
ご
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
が
新
規
就
農
者
が
メ
ロ
ン
、
桃

な
ど
の
他
の
果
物
の
栽
培
を
希
望
し

た
場
合
の
取
り
扱
い
、
そ
し
て
、
そ

の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
、
フ
ル
ー

ツ
の
直
売
所
等
の
拠
点
整
備
、
観
光

農
園
の
整
備
、
加
工
品
の
開
発
と
あ

る
が
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
で
は

こ
の
担
い
手
の
育
成
と
一
体
を
な
す

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
で

は
、
様
々
な
品
種
の
果
物
に

関
係
す
る
取
り
組
み
を
増
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
行
政
と
し
て
も
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
推
進
の
展
望
に
つ
い
て

は
ま
ず
は
す
べ
て
の
取
り
組
み
の
基

礎
と
な
る
生
産
の
増
進
を
重
点
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
、
国
や
県
の

事
業
を
有
効
に
活
用
し
て
、
農
業
の

担
い
手
誘
致
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

一般質問

10

米澤睦雄 議員
よねざわ むつお

﨏
田

町
長

﨏
田

﨏
田

﨏
田

﨏
田

﨏
田

町
長

町
長

林業用作業道

町
長

米
澤

米
澤

町
長

米
澤

町
長

町
長

米
澤

町
長
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小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
冷
暖
房
設
置

Ｑ 

小
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

Ａ 
維
持
費
増
で
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ 

窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
け
れ
ば
ど
う
な
る

Ａ 

窓
口
で
負
担
が
10
割

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

授
業
等
で
の
体
育
館
の
使
用

状
況
を
問
う
。

令
和
４
年
度
、
６
月
か
ら

９
月
末
の
間
の
授
業
等
で

の
使
用
状
況
は
、
小
中
学
校
と
も
に
体

育
館
で
の
授
業
は
全
体
の
50
％
以
下
。

か
つ
中
学
校
の
部
活
動
は
、
平
日
、

休
日
含
め
一
ヶ
月
に
20
日
の
使
用
。

こ
れ
ま
で
に
体
育
館
使
用
中
、

暑
さ
に
よ
る
事
故
は
あ
っ
た

か
。

事
故
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、

体
調
不
良
者
も
出
て
い
な

い
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
で
、
大
型
扇

風
機
を
全
校
に
配
備
し
、
体
育
館
の

換
気
、
放
熱
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

一
学
期
末
の
終
業
式
、
２
学

期
の
始
業
式
は
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
。

熱
中
症
予
防
を
第
一
に
考
え

て
い
る
。
熱
中
症
予
防
指
針

等
の
数
値
に
基
づ
い
て
、
危
険
性
が

あ
れ
ば
、
冷
房
を
効
か
せ
た
各
教
室

で
、
リ
モ
ー
ト
で
行
う
等
、
安
全
に

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

温
暖
化
が
進
む
近
年
、
国
の

今
年
度
の
予
算
に
、
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
も
使
え
る
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
が
あ
る
。
こ
れ

を
利
用
し
、
小
中
学
校
の
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
求
め
る
。

事
業
債
の
対
象
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
は
、
承
知
し
て

い
る
。
体
育
館
の
空
調
設
置
は
、
断

熱
性
の
確
保
の
必
要
性
や
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
、
現
時
点

で
は
、
町
立
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

亀
尾

亀
尾

亀
尾

教
育
長

教
育
長

教
育
長

亀
尾

町
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
反

対
の
立
場
か
ら
問
う
。

　
町
内
カ
ー
ド
の
交
付
件
数
、
高
齢

者
の
交
付
件
数
の
割
合
は

町
民
へ
の
交
付
件
数
は
、
令

和
５
年
４
月
現
在
、
約
７
８

０
０
件
、
交
付
率
は
74
．
３
％
、
65

歳
以
上
の
交
付
率
は
、
74
．
８
％
と

な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
と
の
関
係
だ
が
、
窓
口

負
担
等
の
違
い
と
か
、
更
新
し
な
け

れ
ば
窓
口
負
担
が
10
割
に
な
る
。
資

格
確
認
証
の
発
行
等
い
わ
れ
て
い
る
が
、

実
際
ど
う
な
の
か
確
認
を
求
め
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
な
る
と
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
限
が

10
年
間
で
、
そ
の
中
の
電
子
署
名
が

５
年
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
５
年

間
で
カ
ー
ド
の
更
新
作
業
が
必
要
に

な
る
。

　
資
格
確
認
証
は
、
来
秋
か
ら
マ
イ

ナ
保
険
証
に
な
り
、
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
方
に
は
、
資
格
確
認
証
を

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
申
請

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

申
請
し
な
け
れ
ば
、
い
く
ら

保
険
料
を
払
っ
て
い
て
も
、

結
局
、
無
保
険
者
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
。国

民
皆
保
険
で
無
保
険
と
は

な
ら
な
い
が
、
資
格
を
確
認

で
き
な
け
れ
ば
窓
口
負
担
が
10
割
に

な
り
、
後
で
役
場
か
ら
、
差
額
を
返

す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助

Ｑ 

予
防
の
意
味
か
ら
補
助
が
必
要

Ａ 

健
康
福
祉
課
で
検
討

50
代
で
帯
状
疱
疹
（
胴
巻

き
）
に
か
か
る
人
が
増
え
て

い
る
。
60
歳
ま
で
に
か
か
る
人
は
３

人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
は
高
価
で

あ
る
。

南
部
町
に
50
歳
以
上
の
人
は

何
人
い
る
か
。

５
、
８
３
５
人
。

帯
状
疱
疹
に
か
か
る
と
後
遺

症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
多
い
。

治
療
薬
も
高
価
で
あ
る
。
予
防
の
意

味
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

補
助
は
必
要
だ
と
思
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
ど
れ
だ
け

の
効
果
が
あ
り
、
後
遺
症
を

ど
れ
だ
け
軽
減
で
き
る
か
、
費
用
は

ど
れ
だ
け
か
か
る
か
健
康
福
祉
課
で

検
討
し
て
み
る
。

亀
尾

亀
尾

亀
尾

教
育
長

町
長

町
長

町
長

緊
急
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

Ｑ 

南
部
町
は
月
額
料
金
が
高
い

Ａ 

運
用
形
態
が
異
な
る
の
で
比
較
で
き
な
い

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
緊

急
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
で
高
齢
者
を
見
守
り
す
る
こ
と

は
大
切
だ
。
し
か
し
、
南
部
町
で
は

利
用
者
数
が
横
ば
い
で
あ
る
。

他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
南

部
町
は
月
額
利
用
料
が
高
い

の
で
は
な
い
か
。

月
額
２
千
円
弱
の
利
用
料
を

設
定
し
て
い
る
自
治
体
な
ど

運
用
形
態
異
が
な
る
の
で
比
較
で
き

な
い
。

月
額
使
用
料
１
、
３
２
０
円

は
他
の
自
治
体
に
比
較
し
て

高
い
。

も
う
一
度
、
運
用
形
態
を
十

分
見
て
行
き
た
い
。
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
は
大
事
な
も
の
な
の
で

こ
れ
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助

Ｑ 

補
聴
器
購
入
の
補
助
を
求
め
る

Ａ 

国
が
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
考
え
る

近
年
、
高
齢
者
の
引
き
こ
も

り
や
認
知
症
の
原
因
の
一
つ

に
加
齢
性
難
聴
が
あ
る
。
ま
た
、
認

知
症
の
軽
減
に
補
聴
器
を
装
着
す
る

こ
と
が
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
は
加
齢

性
難
聴
者
が
認
知
症
に
な
ら

な
い
た
め
の
予
防
の
費
用
だ
。
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
、
介
護
な
ど
の
負

担
の
方
が
は
る
か
に
多
く
か
か
る
。

背
景

背
景

加
藤

加
藤

町
長

町
長

加
藤

介
護
保
険
料
を
安
く
す
る
た

め
に
福
祉
と
し
て
国
が
加
齢

性
難
聴
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
何

ら
か
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
国
の
議
論
を
見
極
め
た

い
。

町
長

一般質問

加藤　学 議員
かとう まなぶ

背
景

加
藤

加
藤

町
長

町
長
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一般質問

仲田司朗 議員
なかだ しろう

保
育
園
の
統
合
・
民
間
移
管
問
題

Ｑ 

町
の
非
公
開
情
報
を
一
部
の
政
治
団
体
に
話
せ
る
の
か

Ａ 

政
治
団
体
か
ら
求
め
ら
れ
れ
ば
対
応
は
何
ら
問
題
は
な
い

近
隣
町
村
が
町
立
保
育
園
の

維
持
を
図
り
、
自
治
体
本
来

の
責
務
を
果
た
す
べ
く
運
営
さ
れ
て

い
る
中
、
10
年
前
に
４
園
し
か
な
い

町
立
保
育
園
の
２
園
を
指
定
管
理
で

運
営
を
民
営
化
し
、
今
回
は
そ
の
２

園
を
廃
止
し
、
民
間
移
管
を
行
う
と

い
う
。
財
政
問
題
を
言
う
な
ら
ほ
か

に
削
る
と
こ
が
あ
る
は
ず
だ
。
特
定

の
団
体
に
優
先
し
て
民
間
移
管
す
る

と
い
う
流
れ
も
公
平
公
正
に
欠
け
る

と
い
う
指
摘
も
否
め
な
い
。
町
政
の

正
常
化
、
町
民
の
利
益
か
ら
見
て
も

納
得
い
く
も
の
で
は
な
い
。

町
立
保
育
園
の
保
育
士
の
採

用
計
画
は
。

こ
れ
ま
で
も
欠
員
補
充
と
い
う
考

え
で
採
用
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

令
和
４
年
度
は
正
規
職
員
20

人
、
非
正
規
職
員
20
人
だ
。

現
場
は
非
正
規
職
員
が
同
じ
数
だ
け

い
な
い
と
回
ら
な
い
。
補
充
の
基
本

と
は
何
か
。

基
準
は
何
な
の
か
資
料
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
値
を

も
と
に
定
数
管
理
を
現
場
の
方
が
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

非
常
に
不
十
分
だ
。
法
的
に

答
え
る
べ
き
だ
。
「
伯
耆
の

国
」
を
特
定
し
て
民
間
移
管
を
進
め

る
根
拠
は
何
か
。
公
私
連
携
協
定
が

ま
だ
結
ば
れ
て
い
な
い
の
に
、
伯
耆

の
国
と
話
し
合
う
の
は
可
能
か
。

公
私
連
携
保
育
所
を
す
る
と

は
ま
だ
決
め
た
わ
け
で
は
な

い
。
指
定
管
理
者
で
あ
る
伯
耆
の
国

と
民
設
民
営
の
保
育
園
が
で
き
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
協
議
す
る
こ
と
は

法
的
根
拠
が
な
く
て
も
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。

「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

（
新
園
建
設
候
補
地
を
評
価

す
る
）
が
３
月
で
終
わ
っ
て
い
る
。

議
事
録
等
、
な
ぜ
で
な
い
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ
て
い

る
が
、
そ
の
評
価
の
場
所
に

つ
い
て
は
、
地
権
者
や
関
係
者
と
の

こ
と
が
あ
り
、
資
料
は
そ
の
辺
の
整

理
が
で
き
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
説

明
し
て
き
て
い
る
。

場
所
が
わ
か
っ
た
ら
い
け
な

い
の
で
議
事
録
も
出
せ
な
い

と
い
う
こ
と
か
。
こ
の
３
か
月
間
何

を
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
話
を
検
討

会
以
外
に
出
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。

い
ろ
い
ろ
な
み
な
さ
ん
と
ご

相
談
も
し
て
い
る
し
、
説
明

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
団
体
の
方
等
に
状
況
を
説

明
し
た
事
実
は
あ
る
。

公
表
し
な
い
と
い
っ
て
る
こ

と
を
他
の
人
に
相
談
し
た
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
誰
と
相
談
し

た
の
か
。
伯
耆
の
国
は
知
っ
て
い
る

の
か
。

政
治
団
体
と
し
て
当
議
会
の

中
で
構
成
さ
れ
る
方
々
か
ら

結
果
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
ら
れ
、

説
明
し
て
い
る
。
伯
耆
の
国
に
つ
い

て
は
、
逐
次
状
況
等
説
明
し
て
い
る
。

あ
き
れ
て
も
の
が
言
え
な
い
。

議
会
に
も
出
せ
な
い
、
資
料

も
議
事
録
も
公
開
で
き
な
い
と
い
っ

て
い
る
の
に
、
議
員
に
説
明
に
行
く

の
か
。
そ
れ
は
公
務
か
。

公
務
と
認
識
し
て
い
る
。

町
が
出
さ
な
い
（
公
表
し
な

い
）
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、

町
長
は
話
せ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
。

政
治
団
体
か
ら
説
明
を
求
め

ら
れ
れ
ば
、
公
務
と
し
て
対

応
す
る
。
何
ら
問
題
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

真
壁

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

真
壁

真
壁

町
長

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

少
子
化
対
策

Ｑ 

住
宅
環
境
整
備
の
更
な
る
充
実
を

Ａ 
若
い
子
育
て
世
帯
が
住
み
よ
い
施
策
を
行
っ
て
い
る

少
子
化
対
策
と
し
て
、
地
域

資
源
の
活
用
が
あ
る
。
若
い

世
代
が
地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
移
住

や
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
施
策
は
何
か
。

町
で
は
、
令
和
３
年
度
に
移

住
促
進
の
た
め
の
戦
略
に
つ

い
て
調
査
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
調

査
結
果
と
し
て
、
①
自
然
に
恵
ま
れ

米
子
市
に
近
い
と
い
う
立
地
条
件
。

②
広
い
庭
つ
き
の
１
戸
建
て
に
暮
ら

せ
る
と
い
う
住
ま
い
の
選
択
肢
。
③

自
治
体
の
支
援
な
ど
に
よ
る
子
ど
も

に
と
っ
て
最
高
の
生
活
環
境
で
子
育

て
で
き
る
町
で
あ
る
と
の
結
果
で

あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
魅
力
と
感

じ
る
方
々
に
都
会
の
良
さ
と
田
舎
の

良
さ
を
併
せ
持
つ
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
住
ま
い
の
選

択
肢
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
移

住
定
住
の
促
進
を
期
待
で
き
る
施
策

で
あ
る
。住

宅
環
境
の
整
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

住
宅
の
供
給
を
支
援
す
る
若

い
世
代
が
安
定
し
た
住
ま
い

を
持
て
る
よ
う
な
支
援
策
と
し
て
、

若
者
向
け
住
宅
、
定
住
促
進
奨
励
金
、

３
世
代
同
居
世
帯
等
支
援
事
業
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
子
育
て
世
帯

等
応
援
定
住
促
進
奨
励
金
。
宅
地
開

発
を
行
う
民
間
事
業
者
へ
の
補
助
を

行
い
宅
地
開
発
に
よ
る
住
宅
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

工
業
団
地
の
従
業
員
に
移
住

定
住
の
勧
誘
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

今
ま
で
そ
う
い
っ
た
話
を
し

て
い
な
い
の
で
、
企
業
懇
談

会
な
ど
を
通
し
な
が
ら
事
業
所
の

方
々
に
意
見
を
聞
き
た
い
。

町
長

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
質
問

を
入
力
す
る
と
、
人
と
対
話

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
自
然
な
受
け

答
え
が
可
能
な
た
め
、
世
界
中
で
利

用
者
が
急
速
に
増
え
て
き
て
い
る
。

鳥
取
県
は
答
弁
資
料
作
成
や

予
算
編
成
、
政
策
策
定
と

い
っ
た
県
の
業
務
で
使
用
す
る
こ
と

を
当
面
禁
止
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
当
町
で
は
ど
う
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
業
務
で

利
用
す
る
こ
と
で
、
業
務
の

効
率
化
が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
正

確
性
や
、
入
力
さ
れ
た
情
報
を
学
習

デ
ー
タ
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
入

力
し
た
情
報
が
他
の
利
用
者
の
回
答

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
情
報
漏
え
い

の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
利
用
に
関
し

て
は
、
総
務
省
か
ら
通
知
が
あ
り
、

利
用
に
関
し
て
は
幾
つ
か
の
要
件
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
、
総

務
省
の
利
用
規
定
は
な
い
。
役
場
の

業
務
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
今
後
利
用
に
当
た
っ
て
必
要
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
向
け
、
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

国
内
で
は
農
林
水
産
省
が
業

務
へ
の
活
用
を
検
討
す
る
ほ

か
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
が
試
験
導

入
し
、
行
政
で
の
動
き
も
広
が
っ
て

い
る
。
南
部
町
で
は
ど
の
よ
う
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

南
部
町
と
し
て
は
、
利
用
に

当
た
っ
て
の
ル
ー
ル
を
作
成

し
、
非
公
開
の
情
報
や
個
人
情
報
な

ど
を
入
力
し
な
い
こ
と
や
正
確
性
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
徹
底
の
上
、
試
行

的
に
利
用
を
始
め
た
い
。
そ
の
上
で
、

ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
の
か
、

職
員
に
ア
イ
デ
ア
を
募
り
な
が
ら
活

用
を
検
討
し
た
い
。

対
話
型
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｑ 

業
務
使
用
を
行
う
の
か

Ａ 

試
行
的
に
利
用
を
始
め
た
い

町
長

仲
田

仲
田

仲
田

背
景

町
長

町
長

仲
田

町
長

仲
田

背
景



町政に対する要望事項

令和５年度 町政に対する要望事項への回答

７．ＳＤＧｓの観点から人権対策の強化を求める（教育委員会）
⑴我が国の７人に１人の子どもが貧困状態にあるとされている。「だれひとりも取り残さない」という理念の
　もと、子どもの貧困対策、ジェンダー平等施策についてさらなる強化を求める。ＳＤＧｓの理念を「あらゆ
　る差別をなくす」施策に活かしてほしい。

ＳＤＧｓの理念は、日本国憲法で保障されている「人権の尊重」と共通する。地域社会のあらゆる場
面において人権教育、人権啓発を行い、ＳＤＧｓの理念を推進していきたい。
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回答

８．保育園の統合・運営（子育て支援課）
⑴統合する新たな保育園の建設や運営について、広く関係者、町民の声を聴き、クオリティの高い保育園とな
　るよう努めてほしい。また統合に至る経緯や新保育園運営について、認知度が低いと思うことから、広く町
　民へ周知してほしい。保育の質を高めるため、職員増と待遇改善を求める。

新たな保育所については、質の高い保育所を目指すため「南部町町立保育所統合に係る基本構想」を
策定し、令和５年１月末に公表しており、その策定に際しては広く意見をお聞きした。新たな保育所
の建設場所や運営先、保育所形態などは決定次第お知らせする。また、公私連携協定の締結により、
安定した運営を行っていただくことが保育の質の確保につながるものと考えている。

回答

９．環境対策のさらなる充実（町民生活課）
⑴令和４年度回答の中で「地域脱炭素に向けた再エネの最大限導入
　のための計画策定」が予定されている。再エネ省エネ設備への
　補助拡大を求める。

今年度、環境省の補助採択を受け、「地域脱炭素に向けた再
エネの最大限導入のための計画策定」を予定している。この
計画策定の中で、南部町内における再エネ導入ポテンシャル
調査、将来の温室効果ガス発生量の推計などを行い、２０５０
年までの再エネ導入目標を定めることとしている。次年度以
降において計画の調査結果に基づき、再エネや省エネ設備へ
の補助について制度の見直しも含め検討していきたい。

⑵硬質プラスチックの回収についてCO2削減に資するよう改善し
　てほしい。

現在、西部広域でごみ処理の分別区分について検討してい
る。住民負担や市町村の財政負担を考慮しながらCO2削減
に向けて対応していきたい。

回答

10．中学校制服の補助制度（教育委員会）
⑴令和４年度から３年間に限り補助を行っているが、本来、制服は「指定服」であることから、令和７年度
　以降も補助制度を継続してほしい。

令和６年度まで補助制度を予定しているで、補助制度について検証を行った上で、継続について検討
をしていきたい。

回答

11．学校給食費の保護者負担（教育委員会）
⑴現在、材料費については保護者負担となっている。消費者物価指数は数十年ぶりの高い水準となっているこ
　とから、「材料費」の負担軽減を求める。また多子世帯においては、非常に厳しい状況と推測する。多子
　世帯へは、一層の負担軽減を求める。

物価高騰により更に学校給食費の値上げとなっても保護者負担を上げず、引き続き値上げ分は町負担
としたい。今後の国の動向を注視しつつ多子世帯も含めて負担軽減を検討していきたい。

回答

13．少子化対策のさらなる拡充（子育て支援課）
⑴南部町は「ネウボラ子育ての町」として定着している。しかし、出生数は伸び悩んでいる。このことから、
　あらゆる角度から研究し有効的な対策を講じてほしい。

議会だより75号「人口減少対策」でまとめて回答済回答

12．前立腺がん検診（健康福祉課）
⑴我が町はがん征圧宣言をしている。早期発見、早期治療の主旨から「前立腺がん検診」を再度行ってほしい。

前立腺がん検診は、厚生労働省・国立がん研究センターによるがん検診有効性評価ガイドラインにお
いて、推奨されない検診となっている。
医療機関懇談会等専門家のご意見をお聞きし、慎重に協議していきたい。

回答

太陽光発電

ゴミステーションに集められた不燃ゴミ

回答
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新
型
コ
ロ
ナ
が
第
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
年
の
春

か
ら
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
住
む
宮
前
一
集
落
で
は

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
代
満
園
遊
会
、

薬
師
祭
り
が
３
年
振
り
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　
再
開
す
る
の
に
は
ま
だ
早
い
の

で
は
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
以
上
開
催
が
伸
び
る
と
再
開

す
る
時
に
人
が
集
ま
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
？
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、

今
年
つ
い
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
集
落
な
の
に
何
か
の
イ
ベ

ン
ト
が
な
い
と
出
会
わ
な
い
人
も

あ
り
、
や
は
り
集
落
の
中
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
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賀
祥

　白
山
神
社
は
「
白
山
権
現
」
と
も
呼
ば
れ
、
平
安
時
代
の
神
仏
習
合
の
姿
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　神
社
は
賀
祥
地
区
の
「
仏
が
谷
」
に
位
置
し
、
ご
神
体
は
平
安
時
代
後
期
の

作
で
菊
理
媛
命
の
本
地
仏
「
木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　賀
祥
集
落
の
皆
さ
ん
が
手
料
理
を
持
ち
よ
り
、
春
・
夏
・
秋
に
は
籠
り
堂
に

集
ま
り
礼
拝
、
供
養
を
伝
承
し
「
白
山
さ
ん
」
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
。

は
く

さ
ん

は
く
さ
ん
ご
ん
げ
ん

く
り
り  

ひ
め

春の礼大祭より（集落の皆さん）

▲開山道入り口

聖福寺住職に
よる供養

し
ろ
み
て
え
ん
ゆ
う
か
い

▲

「
白
山
さ
ん
」
を
守
る
賀
祥
集
落

秦

　伯
富 

さ
ん

　
長
年
、
集
落
の
氏
神
さ
ん
と
し
て
「
白
山
さ
ん
」
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
お
祭
り
の
時
は
親
戚
も
集

ま
り
賑
や
か
に
、
普
段
に
な
い
ご
馳
走
が
唯
一
の
楽
し
み

で
あ
り
ま
し
た
。

　
伯
耆
観
音
霊
場
３
番
札
所
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

３
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
少
な
い
で
す
が
、
ふ
だ
ん
の

年
は
沢
山
の
方
が
礼
拝
に
訪
れ
ま
す
。

　
集
落
は
賀
祥
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
戸
数
も
減
り
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
状
況
に
あ
っ
て
維
持
も
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
近
所
付
き
合
い
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
、
白
山
さ
ん
を
守
る
こ
と
で
集
落
住
民
が
共
助
を
想

い
、
地
域
を
守
る
意
識
が
永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

は
た

の
り
と
み


